
要件定義!pre.indd   1要件定義!pre.indd   1 09.1.28   2:36:56 PM09.1.28   2:36:56 PM



3

はじめに

はじめに

質問： 「曖
あい

昧
まい

で矛盾や対立するユーザニーズ、開発段階になってからの IT機能
の変更や追加など、わがままなユーザに悩まされていませんか？」

質問：「経営者のわけのわからない依頼に困っていませんか？」
質問：「業務知識は難しいと思っていませんか？」

あなたには上のような悩みや誤解がないでしょうか？
本書は、このような悩みや誤解を解消し、あなたを「業務知識を使いこなせる
企業情報システムの要件定義のプロ」にするためのものです。

もう少し詳しく説明しましょう。
企業情報システムの要件定義を対象とするシステム設計技法はたくさんあります。

しかし、それらは、システムエンジニアが業務知識を持っていることが前提であり、
業務の分析方法やモデリング、情報システムのための表記方法などがその内容に
なっています。そのため、業務知識については別に学習しなくてはなりません。た
しかに経営学の一部で業務知識を扱ってはいますが、多くの場合、部分的であり、
しかも、「企業情報システム」を意識した内容にはなっていません。このような状況
では、膨大な経営学の知識の中から有効な知識を抜き出し、得た知識をシステム設
計に用いることができるように変えていくことは極めて困難です。
本書は、システムエンジニアの業務知識を補い、企業情報システムの機能設計
を直接ガイドするための方法論「要件定義の極意」をお伝えしようとするもので
す。この方法論では、業務運用の前提条件と業務運用効果を踏まえた最適な IT
機能の選定が可能になり、このやり方を用いると、確実に、しかも導入企業の特
性に合った IT機能を決定することができます。
また、この方法論の特長として、方法論そのものが業務知識を包含しているこ
とが挙げられます。「極意知識ベース」と名付けた、業種別、業務別の大分類、
中分類、細分類の業務、さらにその下位の IT機能を総合的に体系化した知識ベー
スとともに活用するように考えられているのです。
また、業務の解説だけではなく、IT 機能が業務や経営にどのような効果をも
たらすか、さらに、IT 機能導入の実現の可能性をどのように確保すべきかとい
う視点も提供しています。
「要件定義の極意」に示した方法論は、企業情報システムの要件定義段階にお
けるビジネスプロセスおよび IT機能の設計に特化したものです。この方法論は、
既存のシステム設計技法がシステムエンジニア個人の能力に任せて扱ってこな

　　　　●本書に登場する製品名などは、一般に、各社の登録商標、または商標です。
　　　　　なお、本文中に™、®マークなどは特に明記しておりません。
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かった部分だけをターゲットにしています。ですから、既存のシステム設計技法
に取って代わる新奇なものではなく、既知の技法に組み込み、より確実なものに
できる現実的な方法論になっています。

本方法論は、『条件適応理論による企業情報システム機能選定方法論』という
学位論文を発展させ、実用化したものです。本方法論の研究に際しては、筑波大
学大学院の石井啓豊教授に大変お世話になりました。ここに感謝の意を表します。

　2009 年 1 月
隈　正雄
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本書は、以下のような内容になっています。
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